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オレンジフレアが満開
希望ヶ丘公園

オレンジフレアが満開
希望ヶ丘公園

オレンジフレアが満開
希望ヶ丘公園

　希望ヶ丘公園で、９月中旬からコスモスが花開きはじめまし
た。色鮮やかに目に飛び込んでくるのは、早咲きのオレンジフレ
ア。そのほか紫やピンク、白などのコスモスも咲き始め、色とりど
りの「秋の桜」が訪れた人を楽しませています。
　また、JA美野里町女性部の皆さんが、栗や里芋、ミョウガ、イン
ゲン等のとれたて野菜を販売するなど、開花期間中は、多くの観
光客で賑わっています。

発行日 20.10.9

男女共同参画条例（素案）の意見募集
長寿を祝う！市長が高齢者宅等を訪問
アビリン市へ訪問団を派遣
わだい
情報ガイド
生涯学習インフォメーション
けんこうビュー
四季の歌
小美玉市の歴史を知ろう
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前　
　

文

第
１
章　

総
則

（
第
１
条
・
第
２
条
）

第
２
章　

基
本
理
念

（
第
３
条
‒第
９
条
）

第
３
章　

 

市
、
市
民
、
事
業
者

及
び
教
育
関
係
者
の

責
務

（
第
10
条
‒第
15
条
）

第
４
章　

 

男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
基
本

的
施
策

（
第
16
条
‒第
26
条
）

第
５
章　

 

小
美
玉
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

（
第
27
条
）　　

　
　

第
６
章　

雑
則
（
第
28
条
）

附　

則

　

小
美
玉
市
で
は
、「
小
美
玉
市
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
、
男
女
共
同
参
画
条
例
づ
く
り
に

取
組
み
、
こ
の
ほ
ど
素
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
条
例
の
策
定
に
伴

い
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
募
集
す
る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
基
に
推
進
委
員
会
に
て
検

討
し
、
条
例
素
案
を
修
正
し
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
小
美
玉
市
男
女

共
同
参
画
条
例
素
案
を
全
文
（
前
文

と
全
28
条
）
を
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
条
例
（
素
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

〜
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

前　

文

　

日
本
国
憲
法
に
は
、
個
人
の
尊
重

と
法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
て
は
、

昭
和
50
年
の
国
際
婦
人
年
か
ら
今
日

ま
で
、世
界
で
は
国
際
連
合
を
中
心
と

し
て
、女
性
に
対
す
る
差
別
を
な
く
す

目
的
で
作
ら
れ
た
女
子
差
別
撤
廃
条

約
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、積
極
的
な
取

組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
男
女
が
公
平
な
労
働

条
件
の
下
で
働
く
こ
と
を
目
指
し
た

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
男
女
が
平

等
な
立
場
で
生
活
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

制
定
さ
れ
る
な
ど
、
男
女
平
等
を
実

現
す
る
た
め
の
法
律
や
制
度
が
し
だ

い
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
に
お
い
て
も
、
平
和
で

豊
か
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
男
女
が
平
等
な
立
場
で

い
き
い
き
と
暮
ら
す
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

や
こ
れ
に
基
づ
く
社
会
慣
行
が
存
在

し
て
お
り
、
真
の
男
女
平
等
の
達
成

に
は
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
世
の
中
の
動
き
を
踏
ま

え
、
小
美
玉
市
で
は
、
多
様
な
性
の

あ
り
方
や
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
一
人

ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

す
地
域
全
体
で
取
組
ん
で
い
く
た
め

に
、
市
民
の
参
画
に
よ
り
、
こ
の
条

例
を
制
定
し
ま
す
。

第
１
章　

総
則

（
目　

的
）

第 

１
条　

こ
の
条
例
は
、
男
女
の
人

権
の
尊
重
及
び
平
等
の
理
念
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と

も
に
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
及

び
教
育
関
係
者
の
責
務
と
基
本

施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定　

義
）

第 

2
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。　

⑴　

男
女
共
同
参
画

　
　

 　

す
べ
て
の
人
が
、性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、自
ら
の
意
思
で
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
に
参
画
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑵　

市
民

　
　

 　

市
内
に
居
住
し
、
通
学
し
、

通
勤
し
、
又
は
市
内
で
活
動
す

る
者
を
い
う
。

⑶　

事
業
者

　
　

 　

個
人
又
は
法
人
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
に
お
い
て
事
業
を
行

う
す
べ
て
の
者
を
い
う
。

⑷　

積
極
的
改
善
措
置

　
　

 　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
範
囲
内
に
お
い

て
、
男
女
間
の
格
差
を
積
極
的

に
改
善
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑸　

 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
性
的
い
や
が
ら
せ
）

　
　

 　

性
的
な
言
動
に
よ
り
他
人
の

生
活
環
境
を
害
す
る
こ
と
及
び

性
的
言
動
に
対
す
る
他
人
の
対

応
に
よ
り
そ
の
他
人
に
不
利
益

を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。

⑹　
 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
配
偶
者
等
へ
の
暴
力
）

　
　

 　

配
偶
者
、
恋
人
等
の
親
密
な

関
係
に
あ
る
者
へ
の
身
体
的
又

は
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
暴

力
行
為
及
び
そ
れ
を
目
撃
す
る

こ
と
で
起
こ
る
子
ど
も
等
へ
の

心
理
的
虐
待
を
い
う
。

第
2
章　

基
本
理
念

（
男
女
の
人
権
の
尊
重
）

第 

3
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳

が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
男
女
が

直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
性
別
に

よ
る
差
別
的
な
取
扱
い
を
受
け
な

い
こ
と
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個

人
と
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
機
会

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
、そ
の
他
男
女

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
男
女
の
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
性
同
一
性
障
害
を
も
つ

人
そ
の
他
多
様
な
性
を
も
つ
人
の

人
権
に
つ
い
て
も
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
暴
力
の
根
絶
）　

第 

4
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
根

絶
す
る
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
社
会
制
度
ま
た
は
慣
行
に
つ
い
て

の
配
慮
）

第 

5
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

目　次
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あ
た
っ
て
は
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
社
会
に
お
け

る
制
度
ま
た
は
慣
行
を
で
き
る
か

ぎ
り
中
立
な
も
の
と
す
る
よ
う
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
同
参
画
の
機
会
確
保
）

第 

6
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
男
女
が
市
の
政
策
ま
た
は
事

業
者
に
お
け
る
方
針
の
立
案
及
び

決
定
に
共
同
し
て
参
画
す
る
機
会

を
確
保
す
る
た
め
に
積
極
的
改
善

措
置
を
と
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
家
庭
生
活
と
そ
の
他
の
活
動
の
両
立
）

第 

7
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
男
女
が
家
族
の
一
員
と
し

て
、
子
育
て
、
家
族
の
介
護
そ
の

他
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
の
活
動

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

第 

8
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
に
関
し
て

男
女
が
互
い
に
理
解
を
深
め
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
協
調
）

第 

9
条　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

は
、
国
際
社
会
と
協
調
す
る
こ
と

を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
3
章　

市
、
市
民
、
事
業
者
及
び

　
　
　
　

教
育
関
係
者
の
責
務

（
市
の
責
務
）

第 

10
条　

市
は
、
前
章
の
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
、
男
女
共
同
参
画
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
。

2 　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
、
事
業
者
、

国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の

連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
男
女

共
同
参
画
施
策
を
実
施
す
る
た
め

の
体
制
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

（
市
民
の
責
務
）

第 

11
条　

市
民
は
、
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
そ
の
他
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
市
と

協
力
し
て
、
積
極
的
に
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第 

12
条　

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
事
業
活
動
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
働

く
男
女
が
仕
事
と
家
庭
生
活
等
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
職
場
環
境
を
整
備
し
、
市
が
実

施
す
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
関
係
者
の
責
務
）

第 

13
条　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
教
育
現
場
に
関

わ
る
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
場
に
お

い
て
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
配

慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止
）

第 

14
条　

す
べ
て
の
人
は
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
そ
の
他
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
性

別
を
理
由
と
し
て
、
直
接
的
に
も

間
接
的
に
も
差
別
的
な
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

2 　

す
べ
て
の
人
は
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
そ
の
他
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。

3 　

す
べ
て
の
人
は
、
家
庭
、
地
域

そ
の
他
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
情
報
に
関
す
る
留
意
）

第 

15
条　

す
べ
て
の
人
は
、
公
衆
に

情
報
を
提
供
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
及
び
前
条
各
項
に
規
定
す
る

行
為
を
助
長
し
、
又
は
連
想
さ
せ

る
よ
う
な
表
現
そ
の
他
過
度
な
性

的
表
現
を
行
わ
な
い
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
章　

 

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
の
基
本
的
施
策

（
基
本
計
画
）

第 

16
条　

市
長
は
、
男
女
共
同
参
画

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
（
以
下

「
基
本
計
画
」
と
い
う
。）
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 　

基
本
計
画
は
、次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

⑴ 　

男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
の
大
綱

⑵ 　

男
女
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る

事
項

⑶ 　

前
2
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項

3 　

市
長
は
、基
本
計
画
を
策
定
し
、

ま
た
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
第
27
条
に
規
定

す
る
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

市
民
及
び
事
業
者
の
意
見
を
反
映

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

4 　

市
長
は
、基
本
計
画
を
策
定
し
、

ま
た
は
変
更
し
た
と
き
は
、す
み

や
か
に
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
施
策
の
策
定
な
ど
に
あ
た
っ
て
の

配
慮
）

第 

17
条　

市
は
、
施
策
の
策
定
及
び

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
措
置
）

第 

18
条　

市
は
、
基
本
理
念
に
関
す

る
市
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
情
報
の
提
供
、
広
報

啓
発
活
動
そ
の
他
適
切
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
及
び
学
習
の
振
興
）

第 

19
条　

市
は
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
そ
の
他
の
教
育
の
分
野
に
お

い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
教
育
及
び
学
習
の
振
興
を

図
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（
調
査
研
究
）

第 

20
条　

市
は
、男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
施
策
の
策
定
に
必
要

な
調
査
研
究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
）

第 

21
条　

市
は
、
各
種
審
議
会
の
設

置
に
あ
た
り
、
審
議
会
の
委
員
の

委
嘱
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
男
女

の
均
衡
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
市
民
及
び
事
業
者
に
対
す
る
支
援
）

第 

22
条　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
市
民
及
び
事
業
者

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報

の
提
供
、
人
材
の
育
成
そ
の
他
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。
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（
推
進
体
制
の
整
備
）

第 

23
条　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
推
進
体
制
を
整
備

す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第 

24
条　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
書
の
作
成
及
び
公
表
）

第 

25
条　

市
長
は
、
必
要
に
応
じ
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る

施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

（
苦
情
及
び
相
談
）

第 

26
条　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
市
民
及
び
事
業
者

か
ら
の
苦
情
及
び
相
談
を
処
理
す

る
た
め
の
総
合
的
な
窓
口
を
設
け

る
も
の
と
す
る
。 

第
5
章　

 

小
美
玉
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会

（
審
議
会
の
設
置
）

第 

27
条　

男
女
共
同
参
画
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

（
以
下[

審
議
会]

と
い
う
。）
を

置
く
。な
お
、

　
審
議
会
は
小
美
玉
市

男
女
共
同
参
画
審
議
会
条
例
（
平

成
20
年
小
美
玉
市
条
例
第
26
号
）

に
よ
り
運
営
す
る
も
の
と
す
る
。

2 　

前
項
の
審
議
会
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
、
小
美
玉
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
条
例
（
平
成
20
年
小

美
玉
市
条
例
第
26
号
）に
定
め
る
。

第
6
章　

雑
則

（
委　

任
）

第 

28
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、市
長
が
定
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
21
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
す
る
。

■
閲
覧
場
所
及
び
意
見
の
提
出
方
法

　

男
女
共
同
参
画
条
例
素
案
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、本
庁
舎
及
び
各
総
合

支
所
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま

す
。ご
意
見
と
と
も
に
氏
名
ま
た
は
団

体
名
及
び
連
絡
先
を
記
入
し
、左
記
に

よ
り
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
に
て

企
画
調
整
課
ま
で
お
送
り
い
た
だ
く

か
、閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
回
収

箱
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

郵
便
：
〒
３
１
９-

０
１
９
２

　
　
　

小
美
玉
市
堅
倉
８
３
５

　
　
　

小
美
玉
市
役
所
企
画
調
整
課　

宛

℻
：
４
８-

１
１
９
９

E-m
ail

：kikaku@
city.om

itam
a.lg.jp

期
間
：
10
月
22
日
（
水
）

〜
11
月
17
日
（
月
）ま
で

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係　

☎
４
８-

１
１
１
１
内
線
１
２
３
２

　

去
る
7
月
3
日
に
羽
鳥
地
内
に
お

い
て
車
両
火
災
が
発
生
し
た
際
、
炎

上
車
両
の
初
期
消
火
活
動
に
従
事

し
、
二
次
的
災
害
を
防
ぎ
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
た
功
績
に
感
謝
の

意
を
表
し
て
、
9
月
1
日
消
防
本
部

に
お
い
て
篠
根
捷か

つ
お應

氏
・
磯
山
忠ち

ゅ
う
ご吾

氏
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
写
真
：
前
列
左
か
ら
…
磯
山
忠
吾

氏・金
谷
正
明
消
防
長・篠
根
捷
應
氏
）

初
期
消
火
活
動
に
貢
献

篠
根
氏
、磯
山
氏
へ

感
謝
状
を
贈
呈

⒈開催日時等
　■開催日時　11月13日（木）　午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　茨城空港ターミナル地区周辺
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉定　　員
　　30名程度
　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必要となります。
　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■10月20日（月）から定員になり次第終了。
　　＊募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
うえ、ファックスまたは電子メール等でお申込みくださ
い。申込みは先着順となりますので、お早めにお申込
みください。

①郵便番号、住所、電話番号　②氏名、性別
③生年月日、年齢
④勤務先または学校名
　（役職名または学級名なども記入願います）
⑤集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内 「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171　　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。
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◆
物
井
信
枝
さ
ん
（
納
場
）

　

と
て
も
元
気
で
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見

る
の
が
好
き
で
、
長
寿
の
秘
訣
は
、

の
ん
き
に
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

 

■
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
高

　

齢
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

　

小
田
部　

ち　

よ
（
先　

後
）

　

岩　

松　

　

う
（
堅　

倉
）

　

藤　

枝　

た　

か
（
羽　

鳥
）

　

数　

登　

そ　

て
（
小　

川
）

　

田　

口　

德　

一
（
上
玉
里
）

　

高　

橋　

ち　

よ
（
羽　

島
）

　

坂　
　
　
　
　

曻
（
川
中
子
）

　

岡　

田　
　
　
　
（
上
玉
里
）

　

金　

子　

ふ　

さ
（
竹　

原
）

　

外
之
内　

光　

男
（
部　

室
）

　

大　

塚　

さ
わ
じ
（
中　

延
）

　

鶴　

見　

ヒ　

ロ
（
高　

崎
）

　

飯　

塚　

文　

男
（
上
玉
里
）

　

小　

池　

う　

め
（
堅　

倉
）

　

物　

井　

信　

枝
（
納　

場
）

　
※
平
成
20
年
9
月
1
日
現
在
で
掲
載　

◆
小
田
部
ち
よ
さ
ん
（
先
後
）

　

車
椅
子
の
生
活
で
す
が
、
食

欲
も
旺
盛
で
、
変
わ
り
な
く
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
寿
を
祝
う
！
市
長
が
高
齢
者
宅
、施
設
を
訪
問

　

今
年
度
新
た
に
６
人
が
１
０
０
歳
に
、

最
高
齢
者
は
、１
０
６
歳
の
小
田
部
ち
よ
さ
ん
（
先
後
）

◆
外
之
内
光
男
さ
ん
（
部
室
）

　

毎
日
牛
乳
を
飲
ん
で
、読
書
を
し
、

常
に
市
政
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て
い

る
そ
う
で
す
。と
て
も
１
０
０
歳
と
は

思
え
な
い
元
気
な
お
姿
が
立
派
で
す
。

◆
大
塚
さ
わ
じ
さ
ん
（
中
延
）

　

病
気
も
な
く
、
普
段
は
起
き
た
生

活
を
さ
れ
、
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ま

れ
て
い
ま
す
。

◆
鶴
見
ヒ
ロ
さ
ん
（
高
崎
、晴
風
園
）

　

普
段
は
、
お
友
達
と
の
会
話
や
趣

味
の
書
道
・
カ
ラ
オ
ケ
・
折
り
紙
な

ど
を
し
て
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
常
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
く
よ
く
よ
せ

ず
、
明
る
く
過
ご
す
こ
と
だ
そ
う
で

す
。

◆
飯
塚
文
男
さ
ん
（
上
玉
里
）

　

日
中
2
時
間
位
テ
レ
ビ
を
見
る
の

が
日
課
で
、
自
宅
で
月
2
回
の
訪
問

看
護
を
受
け
な
が
ら
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
よ

く
食
べ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ

る
青
魚
（
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
）
を
摂

る
こ
と
と
、
日
に
3
度
の
日
本
酒
だ

そ
う
で
す
。

◆
小
池
う
め
さ
ん
（
堅
倉
）

　

車
イ
ス
で
す
が
、
食
堂
で
皆
さ
ん

と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を

と
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
の
秘
訣
は
、

野
菜
を
摂
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
度
め
で
た
く
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
６
人
の
方
と
市
内
最
高
齢
者
で

１
０
６
歳
の
小
田
部
ち
よ
さ
ん
（
先
後
）
に
、
長
寿
を
祝
っ
て
、
市
か
ら
の
褒

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
人
の
方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及

び
茨
城
県
知
事
か
ら
も
褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

9
月
11
日
、
島
田
市
長
が
7
人
を
訪
問
し
、
褒
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
お

一
人
お
ひ
と
り
に
お
祝
い
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
１
０
０
歳
と

は
思
え
な
い
お
元
気
な
お
姿
で
、市
長
が
話
し
か
け
る
と
笑
み
を
浮
か
べ
た
り
、

握
手
を
し
た
り
、
写
真
撮
影
に
も
快
く
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長

寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
明
る
く
過
ご
す
こ
と
」、

「
青
魚
や
野
菜
を
摂
る
こ
と
」
と
、
思
い
思
い
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

最
高
年
齢
は
、
１
０
６
歳
！

今
年
度
１
０
０
歳
の
方
が
た
に

長
寿
の
秘
訣
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
！

　

市
内
で
今
年
、
70
歳
と
な
ら
れ
る
方
は
、
８
、１
６
０
人
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
88
歳
と

な
ら
れ
る
方
は
、
１
７
０
人
で
、
１
０
０
歳
以
上
が
15
人
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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11月実施の特定健康診査（集団健診）
■日時・実施会場　　　　　　　　　　　　　

期　日 会　場 対象行政区（午前の部） 対象行政区（午後の部）
11/10（月） 小川保健

相談センター 市内全地区

受付時間
9 時 30 分～ 11 時 30 分

市内全地区

受付時間
1 時～ 2 時 30 分

11/11（火）
11/19（水） 美野里

四季健康館11/20（木）
11/21（金） 玉里保健

福祉センター11/22（土）

＊ 特定健康診査（集団健診）は今年度最後の健診です。まだ、受診をされてない方は、下記の受け方を参考に会場へお
越しください。

■受け方

国民健康保険加入の方
40 歳～ 74 歳の方
　　受診券・被保険者証・個人負担金をお持ちになり、会場へお越しください。
　　なお、満 65 歳以上の方は、あわせて生活機能評価問診票をお持ちください。

国民健康保険以外の方
医療保険者から届いた受診券・被保険者証・保険者が定めた個人負担金をお持ちに
なり、会場へお越しください。なお、医療機関受診指定がされている場合があります
のでご注意ください。

長寿医療制度の方
（後期高齢者医療制度） 生活機能評価問診票・被保険者証をお持ちになり、会場へお越しください。

18 歳～39 歳の方 個人負担金をお持ちになり、会場へお越しください。

■内容及び対象･料金
特定健康診査 40 歳～74 歳 尿検査・身体測定・血圧・眼底・心電図・採血 1,000 円
健康診査 満75 歳～ 尿検査・身体測定・血圧・採血 無　料
生活機能評価 満65 歳～ 身体測定・問診・血圧 無　料
健康づくり健診 18 歳～39 歳 ＊特定健康診査と同様の内容 1,000 円

結核・肺がん検診 40 歳以上 ＊胸部レントゲン検査
＊喀

か く

痰
た ん

検査
無　料
500 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 ＊採血検査 500 円
肝炎ウィルス検診 40 歳以上の未受診者 ＊採血検査（B 型・C 型肝炎ウイルスセット検査） 500 円

＊保険の種別に関係なく受けられます。

■その他
○長寿医療制度加入の方の受診券は、健診当日、会場にて発行します。
○ 長寿医療制度加入の方で、生活習慣病（糖尿病、高血圧性疾患、虚血性疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出

血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化）で既に医療機関を受診している方は、健康診査の受診はで
きません。

○健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。（40 歳以上の方でお持ちでない方は、当日発行します。）
○身体障害者手帳（1 ･ 2 級）療育手帳（A のつく方）をお持ちの方は、ご持参ください。
○個人負担金は、つり銭のないようご用意ください。

◆国民健康保険加入者 40 歳～ 74 歳の方は個別健診（医療機関）も実施しています。
　　　　　　（満 65 歳～ 74 歳までの方の生活機能評価については、受診できません。）
　　期間は、12 月 31 日までで個人負担金は 2,000 円です。健診項目は次のとおりです。
　 問診・身体測定（腹囲を含む）・血圧・採血（脂質・肝機能・血糖・尿蛋白）です。前年度の健診結果に基づき医師

が必要と認めた場合には、心電図・眼底・貧血検査を実施します。受診券と保険証がないと受診できません。病院等
は、市のホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ】   医療保険課　☎ 48-1111　内線 1101

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま
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2007財政健全化判断比率を公表します2007財政健全化判断比率を公表します
　県や市町村の財政を適正に運営することを目的として、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健
全化法）」が平成 19年 6月に公布されました。これにより、全ての地方公共団体において平成 19年度決算か
ら財政健全化にかかる各指標の公表が義務付けられました。また、平成 20年度決算からは基準を超える団体
は早期健全化計画あるいは財政再生計画を策定し、早急に改善に取り組まなければなりません。

◎財政健全化法とは ?
　従来の再建法制では、地方公共団体の普通会計（地方公共団体本体の会計）において赤字額が標準財政規模※1

の 20%を超えるといきなりレッドカードが出て財政再建団体となり、イエローカードともいえる注意喚起の段
階がありませんでした。また、特別会計や企業会計にいくら累積赤字があっても財政再建団体とならず、地方
公共団体全体の姿を反映したものではありませんでした。
　今回の財政健全化法では、「早期健全化」と「財政再生」の 2段階で財政悪化をチェックするとともに、特別
会計や企業会計も併せた連結決算により地方公共団体全体の財政状況をより明らかにしようとするものです。

◎財政の健全度を判断するには ?
4 つの指標で判断します。
　実質赤字比率   普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合
　連結実質赤字比率   全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合
　実質公債費比率   一般会計等が負担する公債費※2 が標準財政規模に占める割合
　将来負担比率   一般会計等が将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合
また、公営企業は次の指標で判断します。
　資金不足比率   資金不足額が事業規模に占める割合

　これらの指標は平成 19年度決算（平成 20年秋）から公表しなければなりません。また、平成 20年度決算（平
成 21年秋）からは公表とあわせて、基準を超える団体に早期健全化計画・財政再生計画・経営健全化計画の
策定が義務付けられます。
※１標準財政規模：地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を表します。
※２公債費：地方債（市の借金）の返済金

◎小美玉市の算定結果は ?
　平成 19年度決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標についても早期
健全化基準を下回る見込みです。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
算定結果 なし なし 13.3 106.2

早期健全化基準 （13.10） （18.10） （25.0） （350.0）

各公営企業における「資金不足比率」については、平成 19年度決算において資金不足を生じた公営企業はな
いため、該当ありません。

【問い合わせ】   財政課　☎ 48-1111　内線 1242

広報おみたま　平成 20 年 10 月 9 日
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「
ア
ビ
リ
ン
ロ
ー
ド
に

「
ア
ビ
リ
ン
ロ
ー
ド
に

夢
を
の
せ
て
！
」

夢
を
の
せ
て
！
」

「
も
っ
と
英
語
を
覚
え
た
い
！
」「
友

達
を
つ
く
り
た
い
！
」「
ア
メ
リ
カ

の
文
化
を
体
験
し
た
い
！
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
市

内
の
15
名
の
中
学
生
・
高
校
生
が
、

小
美
玉
市
と
し
て
第
1
回
目
の
青
少

年
姉
妹
都
市
訪
問
団（
堤
千
穂
団
長
）

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
派
遣
に
あ
た
り
、
事
前
研

　

7
月
24
日
か
ら
8
月
5
日
の
13
日
間
、
小
美
玉
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
り
ま
す
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
ア
ビ
リ
ン
市
へ
19
名
の
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

修
会
が
6
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
団
員

は
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
午
後
7

時
か
ら
派
遣
に
向
け
た
研
修
会
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
事
前
研
修
会
は

全
部
で
5
回
開
催
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
の
心
構
え
や
、英
会
話
の
練
習
、

ア
ビ
リ
ン
市
で
披
露
す
る
小
美
玉
市

の
踊
り
歌
「
大
き
な
大
き
な
輪
に
な

ろ
う
」の
練
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

無
事
全
て
の
研
修
を
終
え
た
出
発
2

日
前
の
7
月
22
日
に
は
、
結
団
式
が

開
催
さ
れ
、
団
員
の
団
結
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
出
発
当
日
の

7
月
24
日
、
市
役
所
に
集
合
し
た
団

員
は
、
島
田
市
長
か
ら
の
激
励
の
言

葉
を
受
け
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
ア

ビ
リ
ン
市
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
を
出
発
し
て
か
ら
飛
行

機
や
バ
ス
を
乗
継
ぎ
、
丸
1
日
が
か

り
で
ア
ビ
リ
ン
市
へ
到
着
す
る
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
た
が
温
か

い
笑
顔
で
訪
問
団
を
出
迎
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
す
ぐ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

先
の
家
庭
へ
案
内
さ
れ
、
二
人
一
組

の
ペ
ア
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。は
じ
め
は
、

「
英
語
が
通
じ
る
だ
ろ
う
か
」「
仲

良
く
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
を

抱
え
た
ま
ま
1
泊
目
を
迎
え
た
団
員

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
い
お
も
て
な
し

で
、
心
が
通
じ
合
う
こ
と
に
さ
ほ
ど

時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

到
着
翌
日
に
は
、
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
を
盛
大
に
開
催
し
て
い
た
だ

き
、
両
市
の
友
好
な
関
係
と
こ
れ
か

ら
の
さ
ら
な
る
発
展
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
ア
ビ
リ

ン
市
へ
の
記
念
品
と
し
て
獅
子
頭
を

贈
っ
た
と
こ
ろ
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
ア
ビ
リ
ン
市
や
近
隣

地
区
の
名
所
を
た
く
さ
ん
視
察
し
た

こ
と
で
、
姉
妹
都
市
を
よ
り
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
た
の
手
づ
く
り
感
あ

ふ
れ
る
案
内
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

結団式

《
ア
ビ
リ
ン
市
の
紹
介
》

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
で
、カ
ン
ザ
ス
シ

テ
ィ
ー
か
ら
は
西
へ
約
２
５
０
㎞
、ウ
イ
チ
タ
か
ら
北
へ
約
１
８
５
㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し

て
い
ま
す
。１
８
５
７
年
に
テ
ィ
ム
・
ハ
ー
セ
イ
と
い
う
開
拓
者
が
丸
太
小
屋
を
建
て
て
、住

み
始
め
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
、歴
史
的
に
は
ま
だ
新
し
い
街
で
す
。海
抜
４
４
２
ｍ
の
と
こ

ろ
に
あ
る
同
市
は
、人
口
約
７
，０
０
０
人
、小
麦
の
生
産
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
が
産
業
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、最
近
機
械
生
産
な
ど
の
工
業
も
伸
び
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。同

市
は
ま
た
、第
34
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
出
身
地
と
し
て
広
く
全
米
に
も

知
ら
れ
、市
内
に
は
同
氏
の
墓
地
や
、ゆ
か
り
の
品
を
集
め
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
記
念
館
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

アビリン市

出発式

歓迎会

ロデオ見学
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帰
国
前
日
の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
ア
ビ
リ
ン
市
の
方
が
た
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
の

団
員
が
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し

た
。
片
言
の
短
い
英
語
の
中
に
も
感

謝
の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

ス
ピ
ー
チ
は
、
と
て
も
感
動
的
な
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の

最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
小
美
玉

市
の
踊
り
歌
「
大
き
な
大
き
な
輪
に

な
ろ
う
」
を
踊
り
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

大
変
思
い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

帰
国
す
る
8
月
4
日
の
朝
、
ア
ビ

リ
ン
市
を
出
発
す
る
時
に
は
、
朝
早

く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
港
へ
向
か

う
バ
ス
の
見
送
り
に
多
く
の
方
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
約
2
週
間
の
ア
ビ

リ
ン
市
滞
在
で
し
た
が
、
新
た
に
交

流
の
絆
が
深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
の
団
員
の
感
想
は

「
ま
た
絶
対
に
行
き
た
い
！
」「
こ
の

思
い
出
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
！
」「
素

晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
！
」
な
ど

の
声
ば
か
り
で
し
た
。
団
員
も
今

回
の
交
流
を
通
じ
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
出
会
い
、
普
段
で
き
な
い
経

験
を
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

ア
ビ
リ
ン
市
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
農
業
が

盛
ん
な
自
然
豊
か
な
街
で
す
。
日
本

で
は
滅
多
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ホ
タ
ル
も
生
息
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
派
遣
事
業
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
ア
ビ
リ
ン
市

の
人
び
と
の
や
さ
し
さ
や
大
自
然
に

触
れ
、
出
発
前
よ
り
ひ
と
回
り
大
き

く
成
長
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

小
美
玉
市
と
し
て
第
1
回
目
の
青

少
年
姉
妹
都
市
訪
問
団
を
派
遣
し
、

ア
ビ
リ
ン
市
と
の
新
た
な
交
流
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
来
年
夏
に
は
、
ア

ビ
リ
ン
市
か
ら
訪
問
団
が
本
市
を
訪

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

交
流
を
通
じ
、
本
市
か
ら
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
国
際
感
覚
豊
か
な

人
材
に
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

アイゼンハワーセンター見学 動物園

お別れパーティー

料理づくり

トピカ議場見学
消防署見学
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　前任のマーチン・タイラー先生に替
わり、新しくギブソン・ジェイソン先
生が小美玉市の英語指導助手（ALT）
として着任されました。
　ギブソン・ジェイソン先生は、1 年
間、主に美野里中学校に英語指導助手

として勤務されます。

出身地　アメリカ（カンザス州）
趣　味　読書、旅行、音楽鑑賞
特　技　大学時代に学んだ演劇、サックス演奏、歌を歌うこと
小美玉市の第一印象
　すばらしい地域で、人びとは親切で親しみやすい。
抱　負　 たくさんの地域の人たちと友達になること。

いろいろな所を訪ねること。

　9月7日、玉里中台地区の谷津田を借用し、ビオトー
プづくり活動をしている中台東「ホトメの里」の会（中
野敏雄会長）は、社会福祉法人聖隷会（佐賀忠弘理事長）
の授産施設「あけぼの荘」と共催で、ホトメの里ふれあ
い集いを開催しました。
　あけぼの荘の園庭で入所者、地域の人びと、子どもわ
くわくクラブ会員・グループホーム「たまりの里」入所
者を招待して盛大に行なわれました。
　ふれあいの集いは、ANAKの長谷川夫妻による美しい
歌とバンド演奏、北川さんの協力による唱歌や童謡を全
員で歌い、「話し方教室」の中根さん、真家さんによる
紙芝居等が行なわれ、カキ氷や焼いもが振舞われました。
　最後に、「あけぼの荘」の職員、入所者12人による
よさこいソーラン踊りが行なわれ、参加者はにぎやかな
ひとときを楽しみました。

　9月 1日から 20日まで、堅倉小学校で「堅倉学区子ども
会夏休み絵画展」が開催されました。この絵画展は、夏休み
に堅倉学区の各子ども会で、子どもたちが自分でテーマを決
め、描いた作品15点を展示したもので、夏休みの楽しかっ
たまつり、花火、海等の思い出が描かれています。どの作品
も明るくのびのびと描かれていて、運動会に学校を訪れた地
域の方がたにも好評でした。

笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

　９月 21 日、生涯学習
センター（コスモス）で、
地域の第一線で活躍する
福祉関係者やボランティ
ア団体が一堂に会し、「第
２回福祉にっこりまつ
り」（小美玉市福祉まつり

実行委員会・小美玉市社会福祉協議会主催）が開催されました。
　センター内の文化ホールで、福祉功労者の顕彰式が行われた
後、福祉映画「河童のクゥと夏休み」の上映会などが行われま
した。ほかにも、高齢者、障がい者、子どもたちの作品展示コー
ナーや、羽鳥駅前にある「こんこんショップ」の出張販売、ア
クリルたわしや点字のしおり等をつくるチャレンジコーナー、
盲導犬とのふれあい体験、車いすやセニアカーの試乗等の福
祉用具体験でもりだくさんでした。
　屋外では、たくさんのボランティア協力団体による模擬店が
並び、非常食炊出し実演（試食）や福祉作業所によるフランク
フルト販売が行われ、順番待ちになるほどの盛況ぶりでした。
そのほか青空ステージでは、朗読劇、みのり太鼓、大型紙しばい、
手話コーラスなどが披露され多くの人で賑わいました。
　たくさんの人が集い、さまざまな福祉体験を通じて交流し、
福祉への理解を深めた一日となりました。

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま
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　9月 11日、一般公募による30名の参加により、茨城空港の
新滑走路と茨城空港のアクセス道路として整備が進む東関東自
動車道水戸線の工事現場見学が行なわれました。
　はじめに、ターミナル地区周辺で国土交通省の担当官から茨
城空港の概要説明や新滑走路の舗装構成などの説明を受けた
後、新滑走路を見学しました。
　なお、新滑走路上での見学は、工事完成に伴い、今後既設滑
走路、嵩

かさ

上げ工事の実施による暫定供用のため、敷地内に入場
できなくなるので、今回で最後となりました。
　また、東関東自動車道水戸線と北関東自動車道の交差部であ
る茨城ジャンクション（仮称）の建設現場で、ネクスコ担当者
による高速道路の整備状況などの説明を受けた後、涸沼川橋の
建設現場を見学しました。
　参加者は、2,700mの広大な滑走路や、国内でも珍しい工法
が採用されている涸沼川橋の建設状況を目のあたりにし、驚き
とともに感慨もひとしおの様子でした。

　9月 14日、小岩戸おやじの会（磯辺寛会長、会員20名）
が、市内のスーパーで、「みんなでつくろう安心の街」を推
進する一環として、防犯活動のキャンペーンを行いました。
　空き巣や車上荒しの被害防止をはじめ、「自転車の防犯登
録をしましょう」、「振り込め詐欺に注意しましょう」と呼
びかけ、チラシやサッシロックを市民の方に配布しました。
　また、小岩戸おやじの会は、地域安全の一助になればと
毎週水曜日、区内及びその周辺地域の防犯パトロールを実
施しています。

（株）エイブルコーポレーション

TEL：0299-47-0882　URL：http://www.ablecorp.jp

連携店

地域社会への貢献と信頼

代表取締役　島田　裕一

〒319-0126　小美玉市大谷790-21
TEL:0299-36-8822　FAX:0299-36-8823
E-mail:toho@ibaraki.email.ne.jp

建 設コン サル タント登 録
測 量 業 登 録
補 償コン サル タント登 録

健 1 5 号 第 7 9 8 8 号
第 （ 2 ） 2 2 0 2 2 号
補 1 5 第 4 2 5 6 号

　9月上旬、上吉影の大越さんの休耕地で、50センチ、重さ10キロも
ある巨大きのこが発見されました。あまりに巨大で食べられるのかも分
からず、調べてもらったところ、美味のニオウシメジ（仁王しめじ）と
いうことが分かり、大変驚いたそうです。
　ニオウシメジは、沖縄県や南九州では珍しいものではなく、畳一畳分
の大物も見つかっているとのことですが、北限は群馬県とされており、
県内では、探しても見つかるもので
はなく、珍しいものとのことでした。
大きく育っても歯ごたえ抜群で味も
よく、料理の幅も広いとのです。
　休耕地には、この巨大きのこのほ
か、30センチくらいの株（写真）が
4つほど見つかり、育つのを楽しみ
にしているそうです。

　9月 12日午後 9時ごろ、三箇の西村公利さん宅で約
50ものつぼみをつけた月下美人（ゲッカビジン・サボテ
ン科）が、今夜あたり開花しそうだという連絡をいただ
きかけつけたところ、真っ白な花を咲かせ独特の甘い香
りを漂わせていました。 
　西村さんは花卉農家で、トルコキキョウ作りが本職で
すが、「ハウスで肥料を入れながら大事に育ててきたので、
今年はたくさんつぼみがついたのでしょう」とうれしそ
うに話されていました。
　月下美人は、夏から秋にか
けて咲き、一度咲くと枯れて
しまう、一夜限りの花です。
残念ながら撮影時に 50 全て
の開花は見られませんでした
が、闇夜に咲いた月下美人は、
真っ白で美しい花でした。カ
メラに花を収めたあと、しば
し見とれてしまいました。

広報おみたま　平成 20 年 10 月 9 日
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申

講　

演

○
「
ウ
メ
を
知
る
」

　
　

近
藤　

秀
明
氏

　
　
（ 

梅
と
緑
の
相
談
員
、
元
日
本
樹
木

医
会
会
長
）

○
「 

公
園
樹
の
剪
定
管
理
に
つ
い
て
」

　
　

中
村　

澄
夫
氏

　
　
（ 

茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会
、樹
木
医
）

そ
の
他　

 

当
日
の
駐
車
場
は
、
県
庁
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主　

催　

茨
城
県

　

ガ
ン
は
日
本
人
の
最
大
の
死
因
と
い

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
多
い
と
さ

れ
る
肺
が
ん
の
原
因
と
し
て
最
も
影
響

の
大
き
な
も
の
が
タ
バ
コ
で
す
。
今
回

は
タ
バ
コ
が
も
た
ら
す
人
体
へ
の
影
響

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
8
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
20
分

と
こ
ろ　

石
岡
市
中
央
公
民
館　

大
講
堂  

　
　
　
　
（
石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０-

1
）

講　

演 

○
「 

ニ
コ
チ
ン
依
存
を
考
え
る―

今

知
っ
て
ほ
し
い
タ
バ
コ
の
真
実
」

　
　

 

真
壁
医
師
会
副
会
長
・
平
間
病
院

院
長　

　
　
　　

平
間　

敬
文
先
生

○
「 

タ
バ
コ
と
歯
周
病―

歯
周
病
か
ら

生
活
習
慣
病
へ
の
危
機―

」

　
　

 

茨
城
県
歯
科
医
師
会
理
事
・
無
煙

世
代
を
育
て
る
会
講
師

　
　

 

渡
辺　

進
先
生

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、

悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
専
用
の
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ

ラ
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　

き　

 

11
月
17
日
（
月
）〜
23
日
（
日
）

　
　
　
　

ま
で
の
7
日
間
、

　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
た
だ
し
、土
・
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

相
談
員　

 

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

問
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ

ま
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え

て
い
た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
人
権

週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
期
間
中
に

記
念
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
6
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
（
開
場
：
正
午
）

と
こ
ろ　

石
岡
市
民
会
館
ホ
ー
ル

（
石
岡
市
総
社
１-

２-

５
）

内　

容　

 

表
彰
式
、
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

人
権
作
文
朗
読
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
講　

演
／
重
松　

清
氏
（
作
家
）「
日
常
の
家
族

の
風
景
か
ら
」

入
場
料　

無
料

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
及
び
は
が

き
の
際
は
、
催
事
名
（「
人
権
週
間
記
念

フ
ェ
ス
タ
」）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
明
記
の
こ
と
。

定　

員　

９
０
０
名
（
先
着
順
）

　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０-

８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

　

☎
０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６

　

℻
０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

koso5
@
pref.ibaraki.lg.jp

と　

き　

10
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜

と
こ
ろ　

茨
城
県
市
町
村
会
館
1
階
講
堂

　
　
　
　
（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

26
）

※ 

講
演
後
は
落
語
家
・
桂
文
楽
師
匠
に

よ
る
落
語
「
た
ば
こ
の
悪
い
話
」
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
講
演
終
了
後
、
質
問
を
受
付
し

ま
す
。

対
象
者　

 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定　

員　

 

６
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
24
日
（
金
）

　

問
石
岡
市
医
師
会
事
務
局

　

☎
２
３-

９
８
８
６　

℻
２
３-

８
５
７
１

小
美
玉
市
四
季
健
康
館

　

☎
４
８-

０
２
２
１　

℻
４
８-

０
０
４
４

受
付
期
間　

随
時
受
付
中

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

　
　
　
　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

処　

遇　

初
任
給　

　

15
万
９
５
０
０
円

　
　
　
　

９
か
月
後　

17
万
４
３
０
０
円

　
　
　
　

ボ
ー
ナ
ス　

年
２
回
4.5
か
月

（
平
成
19
年
度
）

身　

分　

特
別
国
家
公
務
員

福
利
厚
生　

衣
食
住
（
無
料
）

試
験
期
日
会
場

　

10
月
20
日
（
月
）
勝
田
駐
屯
地

　

11
月
22
日
（
土
）
百
里
基
地

　

12
月
13
日
（
土
）
土
浦
駐
屯
地

試
験
科
目　

 

筆
記
試
験
、口
述
試
験
、身

体
検
査
、適
性
検
査
、作
文

（
筆
記
試
験
は
、国
語
・
数

学
・
社
会
の
3
科
目
）

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
今
知
っ
て
ほ
し
い

タ
バ
コ
の
真
実
!
」

講
演
会

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3
　☎0299（48）2568
JBDFプロダンスインストラクター

社交ダンス
教　室 半澤誠悦・松本悦子

人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

あ
な
た
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

申
自
衛
官（
２
等
陸
海
空
士
）募
集

七五三詣は優美な花の天井の社殿で

素鵞神社
そ が じん じゃ

元気の杜
小美玉市小川鎮座

☎0299（58）0846
お や し ろ

第
1
回

「
梅
と
緑
」の
セ
ミ
ナ
ー

偕
楽
園
で
学
ぼ
う

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま
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問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　

百
里
募
集
事
務
所

　

☎
5
2-

1
3
6
6

　

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/ibaraki/

　

給
与
等
の
支
払
い
の
あ
る
源
泉
徴
収

義
務
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
て
、
平

成
20
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
行
な
い

ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
小
ホ
ー
ル
）

問
水
戸
税
務
署 

法
人
課
税
第
2
部
門

　

☎
０
２
９-

２
３
１-

４
２
９
３（
直
通
）

　

☎
０
２
９-

２
３
１-

４
２
１
１（
代
表
）

内
線
３
２
１
・
３
２
２

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

1
労
働
条
件
の
文
書
交
付
・
説
明
義
務

　

 

労
働
条
件
を
明
示
し
た
文
書
の
交
付

等
の
義
務
化
な
ど

2
均
衡
の
取
れ
た
待
遇
の
確
保
の
促
進

（
働
き
・
貢
献
に
見
合
っ
た
公
正
な
待
遇

の
整
備
）

　

①
全
て
の
パ
ー
ト
労
働
者
を
対
象
に
、

通
常
の
労
働
者
と
の
均
等
の
取
れ
た

待
遇
の
確
保
措
置
の
義
務
化
な
ど

　

②
通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
、
差
別

り
ま
す
。

　
　
　
　

② 

農
地
に
つ
き
「
買
受
適
格

証
明
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

※ 

当
該
証
明
書
の
申
請
期
限
等
詳
細
は
、

小
美
玉
市
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

水
戸
市
柵
町
1
丁
目
3
番
1
号

水
戸
合
同
庁
舎
7
階

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

１
２
２
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.ibaraki-sozei.jp/

と　

き　

11
月
21
日
（
金
）

 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

つ
く
ば
国
際
会
議
場

（
つ
く
ば
市
竹
園
２-

20-

３
）

内　

容

　

○
授
乳
服
の
モ
ー
ハ
ウ
ス
社
長

　
　

光
畑　

由
佳

　
　

●
企
業
・
業
界
の
現
状
と
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
女
性
に
期
待
す
る
も
の
、

意
見
交
換
・
質
疑
応
答

　

○
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
有
）

代
表
取
締
役　

速
水　

智
子

　
　

●
企
業
・
業
界
の
現
状
と
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
女
性
に
期
待
す
る
も
の
、

意
見
交
換
・
質
疑
応
答

対
象
者　

育
児
、
介
護
等
で
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
（
30
名
）

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

一
時
保
育
有
り
（
定
員
10
名
）

　

問
（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

的
な
扱
い
の
禁
止

３
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進

　

 

通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進
す

る
た
め
の
措
置
を
義
務
化

４
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
援
助

　

①
苦
情
を
自
主
的
に
解
決
す
る
よ
う

に
努
力
義
務
化

　

②
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争

解
決
援
助
・
均
等
待
遇
調
停
制
度

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

〒
３
１
０-

８
５
１
１

　

水
戸
市
宮
町
１-

８-

31

　

☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
８
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.ibarakiroudoukyoku.go.jp/

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、
一

般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ
り
不

動
産
を
公
売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

と　

き　

12
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

受
付
：
午
後
０
時
50
分

　
　
　
　

説
明
：
午
後
1
時
〜

と
こ
ろ　

水
戸
合
同
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
水
戸
市
柵
町
1
丁
目
3
番
1
号
）

公
売
対
象
不
動
産

　

売
却
区
分
番
号 

20-

40

　

見
積
価
額　

２
１
８
万
円

（
公
売
保
証
金
22
万
円
）

財
産
の
表
示
（
登
記
簿
に
よ
る
表
示)

　

所　

在　

小
美
玉
市
羽
鳥
字
東
裏

　

地　

番　

２
６
９
８
番
46

　

地　

目　

畑

　

地　

積　

３
９
９
㎡

　

そ
の
他　

 

①
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

　

☎
０
２
９-

２
２
６-

２
４
１
３

と　

き　

11
月
1
日
（
土
）

受　

付　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

内　

容　

　

公
開
授
業　

　

午
前
8
時
50
分
〜

　

全
校
討
論
会　

午
前
9
時
50
分
〜

　

入
試
説
明
会　

午
前
10
時
50
分
〜

　

部
活
動
・
施
設
公
開

午
前
11
時
30
分
〜

問
茨
城
県
立
小
川
高
等
学
校 

　

☎
５
８-

１
４
０
３ 

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
域
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

「
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」
の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
ご
家

庭
に
11
月
中
に
お
届
け
し
ま
の
で
、

そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
在
等
で
古
い
電
話
帳
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
お
客
さ
ま
へ
は
、
改

め
て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る

年
末
調
整
説
明
会

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

変
わ
り
ま
し
た
!

〜
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
〜

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

第
2
回

企
業
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
女
性
と
の

交
流
会

申

提携社

回
収
し
ま
す
!

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳
!

県
立
小
川
高
校
学
校
公
開

広報おみたま　平成 20 年 10 月 9 日
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小美玉市近郊小美玉市近郊
中学校軟式野球大会が中学校軟式野球大会が
開催されました開催されました

　“私の視点、私の感覚、私の言葉で参加します” をスローガンに、一般の方がたが刑事裁判に参加する「裁判員制度」
が平成 21 年 5 月 21 日に開始されます。
　生涯学習センターコスモスでは、市民の皆さまに制度の意義や仕組みについて理解を深めていただけるよう講座
を開催します。

生涯学習講座
「裁判員制度〜もしもあなたが選ばれたら〜」

生涯学習インフォメーション生涯学習インフォメーション

と　き　11 月 30 日（日）午後 2 時～ 3 時 30 分
ところ　小美玉市生涯学習センターコスモス（集会室）
講　師　水戸地方検察庁職員
内　容　・裁判員制度の説明
　　　　・DVD 視聴
　　　　・質疑

対象者　市内に在住・在勤している 20 歳以上の方
定　員　60 名（定員になり次第締切ります）
受付開始日　11 月 2 日（日）
申込方法　 氏名・住所・電話番号・年齢を明記し、ファックス

（26-9261）または、直接、生涯学習センターコス
モスまでお申込みください。参加費は無料です。

平成20年度エアロビクス教室参加者募集!!
　運動不足・メタボリック気味の方、健康維持・ストレス解消を目的とされる方、初心者の方など大歓迎です ! リ
ズムに合わせ、思いっきり体を動かして、気持ちよい汗を流してみませんか !?

日　　時　 11月7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）・
　　　　　 12月5日（金）（全5回）
　　　　　午後8 時～9 時30 分 
会　　場　玉里B&G 海洋センター　体育館
受 講 料　1,000 円
受講資格　小美玉市在住・在勤の方 
募集人員　50 人 ※定員になり次第締切ります。
持参するもの　動きやすい服装、シューズ、タオル、飲料水、
　　　　　ダンベル1kg1 組（なくても結構です）
申込方法　 参加申込書に必要事項をご記入のうえ、受講料

を添えて直接、玉里B&G 海洋センターまでお
申込みください。

　　　　　※ 電話・FAX での受付は不可とさせていただ
きます。

　　　　　※ 参加申込書設置場所
　　　　　　　 玉里 B&G 海洋センター・小川総合支所 2

階教育総務課、希望ヶ丘公園（市ホーム
ページからダウンロードも可能です。）

申込期間　10月26日（日）～11月5日（水）
　　　　　午前8 時30 分~ 午後5 時30 分
　　　　　月曜・祝祭日は休館となります。
主　　催　小美玉市教育委員会
　　　　　小美玉市玉里B&G 海洋センター

【申込み・問い合わせ】
　玉里B&G海洋センター（栗又四ケ2406-4）
　☎２６－５７６１

小美玉市近郊小美玉市近郊
中学校軟式野球大会が中学校軟式野球大会が
開催されました開催されました

　8月26日・27日にかけて、玉里運動公園、小川運動公
園を会場に小美玉市近郊中学校軟式野球大会（小美玉
市、市教育委員会共催）が開催されました。
　大会には、近隣中学校14校が参加し、白熱した試合が
展開されました。大会結果は次のとおりです。

優　勝　桂　　中　　準優勝　桜 丘 中
第３位　小川北中　　第３位　七 会 中

「第3回小美玉市バスケットボール大会」「第3回小美玉市バスケットボール大会」
参加チーム募集!参加チーム募集!

と　　き　11月 23日（日）
と こ ろ　小川北中学校、小川南中学校（予定）
参加資格　・チーム代表者が市内在住または勤務者。
　　　　　・帯同審判員を必ず 1名つけること。
参 加 料　1チーム　3,000 円 
申込締切　11月 13日（木）
主　　催　小美玉市体育協会・小美玉市バスケットボール協会

【申込み・問い合わせ】希望ヶ丘公園管理センター
　　　　　　　　　　 ☎４７－０１６７

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー

メタボリックシンドロームを予防する運動①
－ 減る脂～スリムアップ教室参加者の感想から －

　メタボリックシンドロームは、皆さんご存じのように腹囲が男性85cm以上・女性90cm以上で、血圧や脂
質・血糖値がちょっとだけ高い状態です。ちょっとだけ高い・・・それでも動脈硬化が進んで、脳卒中や心筋
梗塞などの病気になる危険度が何十倍も高くなることが問題となっています。
　この状態から抜け出すためには、お腹の中に溜まった内臓脂肪を減らすことが必要です。食べすぎや運
動不足で貯めた内臓脂肪ですから、解消するためにも食事と運動で減らすことが大切です！必要な栄養素
を取り入れながら筋肉量を増やすことでリバウンドせずに減量することが可能です。内臓脂肪は運動で落
としやすい脂肪ですので、運動を取り入れるとウエストにくびれができたり、おしりがキュッと小さく
なったりと効果が目に見え、やる気もアップします。
　市ではメタボリックシンドロームを予防・改善するため、「H19年度減る脂～スリムアップ教室」として、
12回コースで運動（集団）を中心に、食生活の見直し（個別相談）を行いました。熱心に参加された方がたか
らは、よい結果に喜びの声が聞かれました。今回は、教室に参加されたお二人の感想を紹介させていただき
ます。運動の効果を出すヒントがいろいろありますので、これから運動を始める方は、ぜひ参考にされると
よいと思います。

次回は、メタボリックシンドロームを予防するための具体的な運動についてご紹介していきます。

教室に関する問い合わせ　　四季健康館　健康増進課　☎４８－０２２１

＝教室に参加して＝

し

前島成江さん（43歳　江戸住宅）　体重3.7kg減　　体脂肪8.5%減　　腹囲4.5cm減
　〈教室に参加した動機〉
　　　太っていたし思ったように動けなかった。スリムな体になりたいと思っていた。
　〈教室に参加して変わったこと・学んだこと〉
　　　まずウエストが4cm減った。ストレッチと筋力トレーニングをしてから歩くと体重が減りやすいことを

知った。
　〈現在も続けていること〉
　　　お腹の筋力を使うトレーニング・ストレッチ・歩くこと。とにかく楽しく、痩せることを想像してやること。
　〈教室に参加しての感想とこれから運動を始める人へ一言〉
　　　とにかく参加してよかった。栄養指導もあって勉強になった。これから運動を始める方には、教室に参加

してから始めるといいと思います。

金子きよみさん（60歳　上合）　体重3.4kg減　　体脂肪4%減　　　腹囲7.5cm減
　〈教室に参加した動機〉
　　　招待状が来て、ウエストでなくへそ周りを測ってみてびっくりした。何とかしようと教室に参加した。
　〈教室に参加して変わったこと・学んだこと〉
　　　カロリー計算がわかるようになったので、食べるとき目安がわかるようになった。間食が減った。年を重

ねて筋力がかなり落ちていることがわかったが、継続していれば体が柔らかくなったり筋力が付くことを
実感した。

　　　夫も家で一緒に実践し、ウエストが6cm減った。
　〈現在も続けていること〉
　　　ウォーキングを7,000～8,000歩ほぼ毎日続けている。歩く前にはフットセラピーとストレッチをして

から出かける。現在、体重6.2kg減・体脂肪7.9%減 !!
　〈教室に参加しての感想とこれから運動を始める方へ一言〉
　　　一番よかったのは血糖値が下がったこと。自分に自信が持てたし、参加してよかった。くせがとれてきち

んとした歩き方ができるようになった。自分の体型を見つめ直して自分から動くようにすること、それを
続けることが大切。教室に参加するだけでなく、学んだことを自分で実践することが大切。

※体重・体脂肪・腹囲は３か月実施後の結果です。現在も運動を続けられ、
　お二人ともさらにスリムになりました。

まさえ

広報おみたま　平成 20 年 10 月 9 日
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

肘
に
肩
に
人
工
関
節
埋
め
こ
み
て
仂は

た
ら

き
生
く
る
夫
の
執
念　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

東
海
道
五
十
三
次
大
井
宿じ

ゅ
くに

平
成
の
世
を
我
が
孫
の
住
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

二
十
日
余
り
経
て
や
う
や
く
に
親
指
の
包
帯
と
れ
た
り
書
か
ん
残
暑
見
舞
ひ　

　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

過
ぎ
行
き
に
思
ひ
馳
せ
つ
つ
娘
の
浴
衣
孫
に
着
せ
ん
と
腰
上
げ
を
す
る　

　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

廃
屋
の
枇
杷
の
大
木
に
こ
の
年
も
鈴
な
り
の
実
を
鳥
ら
啄つ

い
ば

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

何
と
な
く
雨
降
る
気
配
感
じ
つ
つ
夜
更
け
目
覚
め
て
耳
を
す
ま
せ
り　

　
　
　
　
　
　

藤　

井　

と
り
子

　

道
沿
い
に
水
流
れ
い
る
青
田
中
青
鷺
ゆ
つ
く
り
わ
が
前
を
飛
ぶ　

　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

カ
ラ
フ
ル
な
洗
濯
物
を
干
す
吾あ

子こ

よ
わ
れ
に
も
そ
ん
な
日
々
の
あ
り
に
き　

　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

寄
せ
植
え
の
松
の
み
ど
り
の
新
芽
つ
む
遠
く
時ほ

と
と
ぎ
す鳥

の
鳴
く
を
聞
き
つ
つ　

　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

青
鷺
の
つ
が
い
青
田
に
立
ち
て
い
る
動
か
ぬ
さ
ま
は
端
正
に
見
ゆ　

　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

み
の
り
短
歌
教
室

　

雨
止
み
し
乙
字
ヶ
滝
の
激
流
に
芭
蕉
の
詠
み
し
水み

か
さ
を
し
の
ぶ　

　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

昏
れ
早
き
空
地
埋
め
て
月
見
草
今
年
も
咲
け
り
亡
き
人
の
顕
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　

関
跡
の
八
百
年
の
大
杉
に
藤
か
ら
ま
り
て
皮
の
み
に
生
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

菊
会
を
退
き
て
ひ
と
り
の
菊
作
り
よ
き
花
咲
け
よ
と
芯
止
め
始
む　

　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

膝
を
病
む
我
に
と
孫
は
玄
関
の
踏
台
買
い
て
盆
に
訪
い
来
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

玉
里
短
歌
会

　

盆
棚
を
飾
り
終
り
て
回
転
灯
を
と
も
せ
ば
夫
の
面
影
の
顕た

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

　

純
白
の
花
を
ゆ
ら
し
て
さ
る
す
べ
り
迎
え
火
近
し
と
告
ぐ
る
如
く
に　

　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ

　

雷
神
の
憤
怒
と
も
見
ゆ
稲
妻
は
間
断
の
な
く
黒
雲
明
る
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

上　
　
　

昭       

　

盂
蘭
盆
に
狂
い
咲
き
た
る
藤
の
花
こ
ぶ
り
な
れ
ど
も
形
と
と
の
ふ　

　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

篠
竹
に
巻
き
つ
き
咲
け
る
大
輪
の
朝
顔
の
花
の
一
時
儚

は
か
な

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

小
川
俳
句
会

　

沿
道
の
尾
花
の
揺
る
る
バ
ス
の
旅　

　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

夕
月
や
流
る
る
雲
と
た
わ
む
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子  

　

試し

ほ歩
の
身
に
道
づ
れ
愛い

と

し
赤
ト
ン
ボ　

　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

虫
の
音
や
夢
か
現う

つ
つ

か
眠
り
入
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

八
十
路
行
く
明
日
は
日
本
の
敬
老
日　

　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

群
れ
て
飛
ぶ
蜻と

ん

蛉ぼ

大
空
ほ
し
い
ま
ま　

　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

　

秋
澄
む
や
見
え
ゐ
て
遠
し
庁
舎
ビ
ル　

　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

夕
照
や
臀と

な
め呫

ト
ン
ボ
の
水
面
う
つ　

　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

赤
ト
ン
ボ
肩
に
あ
そ
べ
る
野
の
昼
餉　

　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

霧
晴
れ
て
高
原
の
花
す
が
す
が
し　

　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

み
の
り
俳
句
会　
　

　

自
由
な
き
時
代
を
生
き
て
原
爆
忌　

　
　
　
　
　
　
　

篠　

原　

新　

草

　

せ
せ
ら
ぎ
と
よ
く
響
き
合
ふ
蝉
時
雨　

　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

蟻
の
道
見
て
ゐ
て
仕
事
は
か
ど
ら
ず　

　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

会
ふ
こ
と
に
心
弾
み
し
夏
の
朝　

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

主
似
の
案
山
子
き
り
り
と
立
ち
て
を
り　

　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

欅
の
会

　

つ
く
つ
く
ぼ
う
し
主あ

る
じ

は
留
守
で
恙

つ
つ
が

無な

し　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

差
す
よ
り
も
廻
し
て
お
り
ぬ
秋
日
傘　

　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

朝
顔
に
呼
ば
れ
会
話
の
中
に
を
り　

　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し 

　

か
ぐ
や
姫
居
る
や
も
知
れ
ぬ
竹
の
春　

　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

は
は
を
置
く
鏡
の
奥
の
九
月
か
な　

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

托た
く

鉢は
つ

の
衣
に
草わ

ら

鞋じ

秋
の
風　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

塚　

幸　

子

　

山
よ
り
の
風
に
白
萩
揺
る
る
か
な　

　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

栗
弾は

じ

け
八
幡
太
郎
決
起
の
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

独
り
居
の
庭
の
垣
根
の
乱
れ
萩　

　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

　

朝
ま
だ
き
肌
に
沁
み
入
る
白
露
か
な　

　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

秋
の
蝶
念
仏
堂
を
ひ
ら
り
訪と

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

黄こ

金が
ね

田
を
飲
み
込
ん
で
行
く
コ
ン
バ
イ
ン　

　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

　

ふ
り
塩
に
ぽ
り
っ
と
焦
げ
し
秋さ

刀ん

魚ま

か
な　

　
　
　
　

清　

水　

昭　

子

　

爽さ
わ

や
か
や
清
流
添
い
の
蔵
の
街　

　
　
　
　
　
　
　
　

斉　

藤　

富　

子

　

筑つ
く

波ば

嶺ね

に
ま
っ
す
ぐ
続
く
稲
穂
波　

　
　
　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま
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裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の

か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う

制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
協
力
を
な
く
し
て
は
成
り
立
た

な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
Q
&
A
を
通
し
て
、
裁
判
員
制

度
に
理
解
を
深
め
、
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
へ
の
負
担
感
や
不
安
感
を
少

し
で
も
軽
減
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q
1　

 

裁
判
所
に
行
く
日
の
ど
れ
く
ら

い
前
に
、
そ
の
日
時
を
知
ら
せ

て
も
ら
え
る
の
で
す
か
?

 

A
1　

 

通
常
は
裁
判
の
6
週
間
前
ま
で

に
は
通
知
を
し
ま
す
。

　
　
　

 　

原
則
と
し
て
期
日
の
6
週
間

前
ま
で
に
、
ま
た
、
審
理
の
期

間
が
通
常
よ
り
も
長
く
か
か
る

と
考
え
ら
れ
る
事
件
に
つ
い
て

は
、
8
週
間
程
度
前
ま
で
に
は

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
こ
の
お
知
ら
せ
に
は
、
裁

判
員
に
選
ば
れ
た
場
合
に
い
つ

か
ら
ど
の
程
度
の
期
間
務
め
て

い
た
だ
く
か
（
職
務
従
事
予
定

期
間
）
を
記
載
し
ま
す
。

　

国
道
六
号
線
に
架
か
る
石
岡
・

小
美
玉
市
境
の
橋
「
園
部
橋
」
か

ら
南
東
側
を
見
渡
す
と
、
う
っ
そ

う
と
し
た
森
が
田
ん
ぼ
中
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
森
に
は
、

今
か
ら
遡
る
こ
と
、
約
四
百
五
十

年
前
の
戦
国
時
代
に
築
城
さ
れ
た

竹
原
城
が
所
在
し
て
い
ま
す
。（
左

写
真
矢
印
）

　

竹
原
城
は
、
園
部
川
に
突
き
出

し
た
舌
状
台
地
の
特
徴
を
巧
み
に

利
用
し
て
築
城
さ
れ
、
本ほ

ん

丸ま
る

、
外が

い

郭か
く

、
土ど

塁る
い

、
壕ほ

り

な
ど
の
施
設
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
丸
が
東
西

一
一
五
ｍ
、
南
北
一
〇
〇
ｍ
、
外
郭

は
東
西
二
八
二
ｍ
、
南
北
二
〇
〇

ｍ
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
園
部
川

竹
原
城
跡 

〜
戦
国
時
代
の
お
み
た
ま
〜

に
架
か
る
橋
は
大
手
橋
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
本
丸
は

雑
木
林
、
外
郭
は
畑
地
と
竹
や
ぶ
、

壕
は
水
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
城
内
に
ど
の
よ
う
な
建
物
が

あ
っ
た
か
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
城
跡
の
北
側
と

東
側
に
も
壕
の
痕
跡
が
複
数
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹
原
城

は
大
規
模
な
城
郭
で
あ
っ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
、
城
跡
北
側
の
壕

跡
よ
り
も
さ
ら
に
北
側
、
本
丸
か

ら
北
東
四
〇
〇
ｍ
の
地
点
で
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、
南
北
方
向
に

伸
び
る
二
本
の
溝
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
溝
か
ら
は
、
煮
炊
き
に
使

用
し
た
内な

い

耳じ

土ど

鍋な
べ

、火ひ

鉢ば
ち

、古こ

瀬せ

戸と

焼や
き

、
常と

こ

滑な
め

焼や
き

の
破
片
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
の
溝
は
、
竹
原
城
の

外
郭
的
な
施
設
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
竹
原
城
の
築

城
以
前
で
あ
る
古
代
（
約
千
二
百

年
前
）
の
住
居
址
が
四
軒
、
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
住
居
か
ら
は
大
量

の
土
器
（
須す

恵え

器き

・
土は

師じ

器き

）
が

出
土
し
、
少
量
で
す
が
、
鉄
製
の

道
具
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
立

田
家
」
と
墨
で
書
か
れ
た
土
器
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

古
代
の
出
土
遺
物
は
現
在
、
玉
里

史
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
参
考

展「
お
み
た
ま
、
発
掘
！
」に
て
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
展
の
開

催
は
十
月
十
九
日（
日
）ま
で
で
す
。

　

話
題
を
竹
原
城
に
戻
し
ま
す

と
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）、

竹
原
城
は
、
現
在
の
石
岡
を
中

心
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
大だ

い

掾
じ
ょ
う

貞さ
だ

国く
に

が
府
中
城
の
支
城
と
し
て

築
城
し
、
城
主
に
は
、
弟
義
国

を
任
じ
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
遡

る
こ
と
二
十
余
年
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）、
兄
貞
国
の
命
に
よ

り
、
義
国
は
田
木
谷
の
取
手
山
に

も
館
を
築
き
、
小
河
城
主
、
園そ

の

部べ

宮く

内な
い

大た
い

輔ふ

の
侵
攻
に
備
え
ま
し

た
。

　

天
正
年
間
、
小
美
玉
の
地
で
は
、

園
部
川
を
境
に
大
掾
氏
と
水
戸
城

主
江
戸
氏
、
園
部
氏
と
の
間
で
幾

多
の
合
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
天
正

十
三
年
（
一
五
八
五
）、
江
戸
氏

は
、
片
倉
の
地
に
砦

と
り
で

を
築
き
、
大

掾
氏
に
対
す
る
最
前
基
地
と
し
ま

し
た
。
同
年
、
大だ

い

掾
じ
ょ
う

清き
よ

幹も
と

（
貞

国
の
嫡
子
）
は
、
弓ゆ

削げ

の
地
（
竹

原
）
に
砦
を
築
城
し
て
そ
れ
に
対

抗
し
ま
し
た
。
翌
年
八
月
に
は
、

江
戸
氏
は
弓ゆ

削げ

砦と
り
でを

攻
め
落
し
、

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
②

Q
＆

A

府
中
に
侵
攻
し
ま
し
た
。
大
掾
氏

は
真
壁
氏
ら
の
援
軍
を
得
て
、
こ

れ
を
撃
退
し
、
佐
竹
義
重
の
仲
介

に
よ
っ
て
江
戸
氏
と
和
議
が
結
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
戦
い
は

府
中
合
戦
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
佐
竹
義
宣
は
小
田

原
攻
め
に
て
功
績
を
挙
げ
、
天
正

十
八（
一
五
九
〇
）年
八
月
、豊
臣
秀

吉
か
ら
朱
印
状
を
も
っ
て
、
常
陸

と
下し

も
つ
け野

の
地
に
領
知
を
安あ

ん

堵ど

さ
れ

ま
し
た
。
同
年
十
二
月
、
佐
竹
氏

は
江
戸
氏
に
続
い
て
、
大
掾
氏
を

も
攻
略
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
竹

原
城
主
義
国
も
討
死
し
、
竹
原
城

も
築
城
か
ら
僅わ

ず

か
三
十
一
年
で
落

城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
次
回
の
掲
載
は
12
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６-
９
１
１
１
】

広報おみたま　平成 20 年 10 月 9 日

竹原城跡出土の中世遺物 古代の出土遺物

園部橋からみた竹原城
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11月2日・3日・9日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分
 外　　　科

11月1日・2日・3日・8日・9日・15日

◆受付 　午後７時～10時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）11月11月11月 11月11月11月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日
2

3

9

府中クリニック　　　（石岡市）　　 ☎(22)2146

斉藤病院　　　　　　（石岡市）　　 ☎(26)2131

滝田整形外科　　　　（石岡市）　　 ☎(23)2071

伊
いとう

藤　貴
たかまさ

将ちゃん
（平成 19年 3月 9日生）
◆プールと絵本が大好き！
　優しい子に育ってね。

　

当
支
部
は
、美
野
里
生
活
学
校
と
し
て
昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
、現
在
、

小
美
玉
市
消
費
生
活
の
会
美
野
里
支
部
と
し
て
、
市
民
の
消
費
生
活
の

安
定
向
上
と
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
水
質
汚
染
防
止
の
一
環
と
し
て
、
E
M
菌

を
使
っ
た
エ
コ
石
け
ん
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
エ
コ
石
け
ん
は
、

家
庭
で
出
た
廃
油
に
E
M
菌
等
を
混
ぜ
て
つ
く
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
も
役
立
ち
、
ま
た
E
M
菌
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
質
浄
化
等

も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
食
の
安
全
安
心
を
目
指
す
「
手
作

り
み
そ
」
を
つ
く
っ
た
り
、
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
生
活
に
係
わ
る
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
会
員
同

士
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
生
活
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
主
な
活
動
内
容
〉

安
全
安
心
の
み
そ
作
り
、
ホ
ウ
酸

団
子
作
り
、
ぼ
か
し
の
作
成
、
エ

コ
石
け
ん
作
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
の
推
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
作

成
お
よ
び
啓
発
、
紙
芝
居
公
演
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
消
費
者
関
連
各
種

講
演
会
等
へ
の
参
加
お
よ
び
学
習

続けています続けています！！
～消費生活安定向上を図り、住みよい地域づくりを目指し活動しています～

小美玉市消費生活の会美野里支部

　

７
月
31
日
か
ら
８
月
３
日
に
か
け
て
、
川
崎
市

と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
39
回
全
国

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
茨
城
県
で
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
出
場
し
た
常
陸
小
川
チ
ー
ム

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
（
D
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
惜
し
く

も
優
勝
を
の
が
し
た
も
の
の
、
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
熱
い
戦
い
を
終
え
て
、
応

援
し
て
く
れ

た
子
ど
も
達

と
と
も
に
笑

顔
で
記
念
撮

影
を
し
ま
し

た
。

がんばっていますがんばっています
常陸小川クラブ

平成 20 年 10 月 9 日　広報おみたま


